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本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
徳
島
県
南

部
の
農
村
で
、
農
業
を
営
み
な
が
ら
小
説
等
を
書
き
・
読
み
続
け

た
作
家
で
あ
る
悦
田
喜
和
雄
に
着
目
し
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
か
っ
た
彼
の
投
書
家
時
代
の
作
品
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
悦
田
喜
和
雄
の
略
歴
に
つ
い
て
記
し
て
お
き

た
）
1
（

い
。

　

悦
田
喜
和
雄
は
、
一
八
九
六
年
八
月
二
十
一
日
、
徳
島
県
海
部

郡
三
岐
田
村
大
字
木
岐（
現
在
は
海
部
郡
美
波
町
木
岐
）に
農
家
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
一
九
一
一
年
三
月
に
尋
常
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
、
こ
の
頃
か
ら
農
業
を
手
伝
う
傍
ら
、
文
学
を
読
み
始

め
る
。
一
九
一
七
年
頃
に
投
書
雑
誌
へ
の
投
稿
を
開
始
し
、
一
九

一
九
年
五
月
、「
木
賃
宿
の
朝
」
が
『
文
章
世
界
』
に
掲
載
さ
れ

る
。
一
九
一
九
年
春
頃
、
武
者
小
路
実
篤
が
主
宰
す
る
「
新
し
き

村
」
に
参
加
し
、
宮
崎
県
の
「
新
し
き
村
」
に
も
数
度
訪
れ
る
。

一
九
二
二
年
六
月
、
志
賀
直
哉
の
推
輓
も
あ
っ
て
「
雑
炊
」
が

『
白
樺
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
一
九
二
四
年
八
月
に
「
叔
母
」
を

『
改
造
』
に
発
表
、
同
年
十
月
に
「
百
姓
」
を
『
中
央
公
論
』
に

発
表
す
る
な
ど
、
こ
の
頃
か
ら
中
央
文
壇
の
雑
誌
に
作
品
が
掲
載

さ
れ
始
め
る
。

　

一
九
二
六
年
十
二
月
、
父
の
悦
田
慶
一
が
死
去
し
、
家
業
で
あ

る
農
業
を
継
ぐ
。
以
後
、
戦
後
ま
で
の
間
は
作
品
の
発
表
数
は
減

少
す
る
が
、
徳
島
県
文
学
協
会
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
徳
島
県

の
文
学
界
を
牽
引
す
る
。
一
九
五
二
年
、
徳
島
県
文
芸
懇
話
会
の

資
料
紹
介

悦
田
喜
和
雄
の
投
書
家
時
代 

　

―
　

『 
文
章
世
界
』『
婦
人
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た 

投
書
作
品
の
紹
介
　

―
　

富
塚
昌
輝

一

　

い
っ
た
い
、
地
域
に
根
ざ
し
て
生
き
る
人
々
の
人
生
や
生
活
に

と
っ
て
、
文
学
を
書
く
・
読
む
営
み
や
、
文
学
活
動
を
媒
介
と
し

た
交
流
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し

た
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
中
央
文
壇
で
活
躍
し
た
作

家
や
批
評
家
、
あ
る
い
は
特
定
の
政
治
的
・
思
想
的
課
題
を
取
り

上
げ
た
文
学
作
品
に
の
み
研
究
対
象
を
限
定
す
る
見
方
か
ら
、
視

野
を
ひ
ろ
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
文
学
者
を
特
別
で
卓
越
し

た
存
在
と
考
え
る
態
度
や
、
文
学
作
品
の
独
創
性
や
新
奇
性
に
の

み
高
い
評
価
を
与
え
る
姿
勢
も
、
見
直
さ
れ
て
良
い
と
思
う
。
例

え
ば
、
あ
る
人
物
が
書
い
た
作
品
が
凡
庸
に
思
わ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
を
も
っ
て
そ
の
人
物
の
書
く
行
為
ま
で
を
も
低
く
評
価

し
、
研
究
対
象
の
埒
外
に
う
ち
捨
て
て
良
い
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
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と
し
て
生
き
て
行
こ
う
と
し
て
、
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
悦
田
の
文
学
活
動
は
こ

う
し
た
地
域
で
の
生
活
や
活
動
と
切
り
離
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

悦
田
の
経
歴
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
次
に
、
悦
田
の
投
書

家
時
代
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
事
柄
を
ま
と
め

て
み
た
い
。

　

悦
田
喜
和
雄
が
若
い
こ
ろ
に
投
書
に
励
ん
で
い
た
事
実
は
、
彼

の
原
稿
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
「
悦
田
喜
和
雄
略
年
譜
」（
前

掲
）に
、「
大
正
六
年（
一
九
一
七
）／
こ
の
頃
よ
り
、『
文
章
世
界
』

な
ど
当
時
流
行
の
投
書
雑
誌
に
散
文
を
投
稿
、
し
ば
し
ば
登
載
さ

る
。」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当

時
、『
文
章
世
界
』
の
選
者
を
務
め
て
い
た
加
能
作
次
郎
に
も
、

「
先
年
「
新
小
説
」
や
「
中
央
公
論
」
な
ど
に
、「
新
し
き
日
」
そ

の
他
の
異
色
の
あ
る
農
民
小
説
を
出
し
て
有
名
と
な
り
、
つ
い
最

近
に
も
、「
経
済
往
来
」
に
小
説
を
書
い
て
ゐ
た
悦
田
喜
和
雄
君

も
、
ま
た
当
時
の
投
書
家
だ
つ
）
2
（

た
。」
と
の
証
言
が
あ
る
。

　
「
新
し
き
村
」
で
悦
田
と
交
誼
を
結
ん
だ
作
家
の
韮
山
圭
介
は
、

「
悦
田
喜
和
雄
と
い
ふ
名
を
僕
が
知
っ
た
の
は
、「
文
章
世
界
」
の

投
書
欄
だ
っ
た
。
悦
田
さ
ん
は
そ
の
こ
ろ
『
文
章
世
界
』
の
投
書

家
の
常
連
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
）
3
（

う
。」
と
回
想
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
悦
田
は
『
文
章
世
界
』
の
投
書
家
と
し
て
、
一
読

者
に
名
を
記
憶
さ
れ
る
ほ
ど
の
常
連
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

代
表
と
な
り
、
同
人
雑
誌
『
四
国
文
学
』
を
創
刊
。
戦
後
は
主
と

し
て
『
徳
島
新
聞
』『
こ
の
道
』『
農
民
文
学
』『
四
国
文
学
』
な

ど
の
地
方
新
聞
や
同
人
雑
誌
に
作
品
を
発
表
し
続
け
る
。
一
九
六

五
年
三
月
、
初
の
作
品
集
『
新
し
き
日
』
を
四
国
文
学
会
か
ら
刊

行
し
、
同
年
六
月
に
徳
島
新
聞
社
賞
文
化
賞
を
受
賞
。
一
九
七
一

年
五
月
に
は
、
第
二
作
品
集
『
綾
の
鼓
』
を
皆
美
社
か
ら
刊
行
す

る
。
一
九
八
三
年
三
月
二
十
一
日
、
徳
島
県
の
由
岐
町
立
病
院
に

て
死
去
。
享
年
八
十
六
歳
。

　

悦
田
は
、
文
学
活
動
以
外
に
も
地
域
に
関
係
す
る
様
々
な
要
職

に
任
じ
て
い
る
。『
由
岐
町
史
・
上
巻〈
地
域
編
〉』（
前
掲
）を
参
看

し
て
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
三
岐
田
町
町
議
会
議
員（
一
九
四

二
・
五
・
二
一
選
挙
、
四
年
任
期
）、
三
岐
田
開
拓
農
業
協
同
組

合
組
合
長（
一
九
五
二
〜
退
任
日
未
詳
）、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員（
一
九
五
二
・
一
二
・
八
〜
一
九
六
四
・
三
・
三
〇
）、
農
業
委

員
会
委
員（
一
九
五
四
、
任
期
三
年
）、
教
育
委
員
会
委
員（
一
九

五
六
・
一
〇
・
一
〜
一
九
六
〇
・
九
・
三
〇
）、
文
化
財
保
護
審

議
委
員
会
委
員（
一
九
六
九
・
四
〜
一
九
七
六
・
三
。
一
九
七

二
・
四
〜
一
九
七
六
・
三
の
間
は
委
員
長
）等
で
あ
る
。

　

森
本
嘉
文
「
農
民
作
家
・
悦
田
喜
和
雄
氏
逝
く
」（『
由
岐
町

史
・
下
巻〈
図
説
・
通
史
編
〉』
前
掲
）は
、「
昭
和
二
十
六
年
四
月

発
行
の
「
三
岐
田
町
公
民
館
報
の
創
刊
号
に
「
私
は
学
者
で
な
く

一
介
の
百
姓
で
あ
る
、
こ
の
百
姓
の
私
か
ら
一
歩
歩
み
出
し
て
も

脱
線
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
小
説
家
と
し
て
よ
り
、
百
姓



― 141 ―

の
朝
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
だ
け
で
目
は
く
ら
み
、
胸
は
ど
き

ど
き
お
ど
っ
て
何
も
見
え
な
か
っ
た
。（
中
略
）選
評
は
ど
う

か
。
一
段
お
と
し
て
、
小
さ
い
活
字
で

―
素
朴
な
筆
で
、

山
の
中
の
木
賃
宿
の
情
景
が
目
で
見
る
よ
う
に
書
け
て
い
る
。

見
事
だ
！

と
あ
る
。

　
「
百
姓
は
死
ん
だ
」
は
自
伝
的
要
素
を
色
濃
く
持
つ
作
品
で
あ

る
が
、
こ
の
作
品
に
よ
れ
ば
、
悦
田
は
「
木
賃
宿
の
朝
」
を
『
文

章
世
界
』
に
、「
小
夜
子
さ
ん
の
失
敗
と
私
の
悲
し
み
」
を
「
女

の
名
」
で
『
婦
人
公
論
』
に
投
書
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
記
述
が
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悦
田
の

投
書
家
時
代
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
よ
く
分
か
ら
な
か

っ
た
。
悦
田
に
師
事
し
、
悦
田
喜
和
雄
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

佃
實
夫
も
、
そ
の
投
書
に
つ
い
て
は
、「
実
は
、『
文
章
世
界
』
そ

の
他
の
投
書
雑
誌
に
お
け
る
悦
田
喜
和
雄
の
文
章
を
、
私
は
横
山

春
陽
所
蔵
本
で
最
近
読
ん
）
4
（

だ
。」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、

悦
田
喜
和
雄
の
評
伝
を
ま
と
め
た
後
藤
公
丸
も
、
資
料
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
限
界
か
ら
、
投
書
家
時
代
の
活
動
に
つ
い
て
は
明
言
を
避

け
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
文
章
世
界
』
と
『
婦
人
公
論
』
の
調

査
を
行
い
、
悦
田
喜
和
雄
の
投
書
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
。
さ
ら
に
、
悦
田
の
投
書
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
資
料
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
制
約
を
緩
和
し
、
悦
田
喜
和
雄
の
文
学
活
動
を
再

　

悦
田
の
投
書
家
時
代
の
経
験
に
つ
い
て
は
、
彼
の
晩
年
の
作
品

「
百
姓
は
死
ん
だ
」（『
徳
島
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
七
一
・
四
・
二
四

〜
八
・
一
六
）に
よ
っ
て
も
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
文
章
世
界
に
投
書
し
て
あ
る
木
賃
宿
の
朝

と
、
婦
人
公
論
に
女
の
名
で
投
書
し
て
あ
る
、
小
夜
子
さ
ん

の
失
敗
と
私
の
悲
し
み
で
あ
る
。
木
賃
宿
の
朝
と
い
う
の
は

叔
父
の
忠
吉
と
杉
山
を
見
に
行
っ
て
泊
ま
っ
た
木
賃
宿
の
朝

の
情
景
で
あ
る
が
、
婦
人
公
論
の
小
夜
子
さ
ん
の
失
敗
と
私

の
悲
し
み
と
い
う
の
は
短
編
小
説
と
も
い
い
得
る
告
白
文
で

あ
る
。
二
つ
と
も
自
信
を
持
っ
て
雑
誌
の
来
る
の
を
待
っ
て

い
る
。
何
度
も
古
い
雑
誌
を
出
し
て
他
の
当
選
し
て
い
る
人

の
も
の
と
見
く
ら
べ
て
考
え
て
も
確
実
に
、
二
つ
は
当
選
す

る
と
い
う
う
ぬ
ぼ
れ
は
も
っ
て
い
た
。

　

元
吉
は
喜
ん
で
下
の
道
へ
降
り
て
行
っ
た
。
そ
し
て
分
厚

い
重
量
感
の
す
る
雑
誌
を
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
急
い
で
包
み

紙
の
表
皮
を
破
っ
た
。
新
し
い
イ
ン
キ
の
に
お
い
と
、
新
し

い
紙
の
に
お
い
を
か
ぐ
と
、
元
吉
は
そ
の
に
お
い
に
酔
っ
て
、

心
か
ら
う
き
う
き
し
て
来
た
。
初
め
に
め
く
り
当
て
た
の
は

投
書
欄
で
あ
っ
た
。

　

―
あ
っ
た
！

思
わ
ず
声
が
出
た
。
第
一
等
に
木
賃
宿
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何
か
し
ら
と
案
じ
て
ゐ
た
が
、
非
常
に
成
績
が
よ
か
つ
た

の
で
嬉
し
か
つ
た
。
数
か
ら
言
つ
て
も
今
迄
の
散
文
書
簡

短
文
を
合
せ
た
位
集
り
、
佳
い
作
も
か
な
り
多
か
つ
た
が
、

殊
に
「
お
弁
当
」「
木
賃
宿
の
朝
」
等
の
傑
れ
た
作
を
見

出
し
た
時
の
喜
び
は
ま
た
格
別
で
あ
つ
た
。（
中
略
）悦
田
4

4

君4

の
『
木
賃
宿
の
朝
』
も
い
ゝ
作
だ
。
材
料
が
い
ゝ
ば
か

り
で
な
く
、
観
察
が
中
々
行
き
届
い
て
居
り
、
描
写
も
巧

み
で
あ
る
。
木
賃
宿
の
空
気
や
情
景
が
よ
く
出
て
ゐ
る
。

老
人
も
よ
く
書
け
て
ゐ
る
が
、
後
半
、
女
が
薬
を
貰
ひ
に

来
る
所
な
ど
も
よ
か
つ
た
。」（
加
能
作
次
郎
「
募
集
小
品

を
読
ん
で
」）

□　

一
九
一
九
・
六
　「
貰
ひ
風
呂
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄
君
の
『
貰
ひ
風
呂
』
は
前
月
の
木
賃
宿
に

比
べ
る
と
落
ち
る
が
、
ご
た
〳
〵
し
た
事
柄
を
手
際
よ
く

描
く
手
腕
に
は
感
服
す
る
。」（
加
能
作
次
郎
「
募
集
小
品

選
評
」）

□　

一
九
一
九
・
七
　「
肺
ら
し
き
病
気
に
か
ゝ
つ
て
」『
文
章
世

界
』【
小
品
】。
選
評
は
加
能
作
次
郎
「
小
品
の
選
後
に
」

□　

一
九
一
九
・
九
　「
戦
慄
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄

0

0

0

0

0

君
の
『
戦
慄
』
は
あ
る
物
凄
い
夢
を
書
い

た
も
の
だ
が
そ
れ
が
単
な
る
夢
と
は
思
は
な
い
や
う
な
真

実
さ
と
、
人
に
せ
ま
る
力
と
が
あ
つ
た
。
そ
し
て
あ
ん
な

夢
を
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
人
の
精
神
状
態
も
想
像

評
価
す
る
た
め
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。

二

　

ま
ず
『
文
章
世
界
』
と
『
婦
人
公
論
』
に
現
れ
る
悦
田
の
投
書

の
一
覧
を
以
下
に
示
す
。「
□
」
は
選
評
内
で
の
み
作
品
が
言
及

さ
れ
た
も
の
、「
■
」
は
誌
面
に
本
文
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
指

す
。【　

】内
に
は
『
文
章
世
界
』
の
ジ
ャ
ン
ル
区
分
を
示
し
た
。

『
文
章
世
界
』
で
は
、
一
九
一
九
年
三
月
に
募
集
ジ
ャ
ン
ル
の
再

編
が
行
わ
れ
、
従
来
の
「
散
文
」「
書
簡
」「
短
文
」
の
ジ
ャ
ン
ル

区
分
が
統
合
さ
れ
て
、「
小
品
」
ジ
ャ
ン
ル
が
新
設
さ
れ
た
。
一

九
一
八
年
十
一
月
の
「
暴
風
雨
の
夜
」
は
「
散
文
」
の
区
分
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
後
の
「
小
品
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
選
評
の
あ
る
投
書
に
つ
い
て
は《
評
》と
し
て
該
当
部
分
を
引

用
し
、
末
尾
に
選
者
と
選
評
タ
イ
ト
ル
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
作

品
名
の
み
を
掲
出
し
た
選
評
に
つ
い
て
は
引
用
を
省
略
し
た
。

□　

一
九
一
八
・
一
一
　「
暴
風
雨
の
夜
」『
文
章
世
界
』【
散
文
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄

4

4

4

4

4

君（
徳
島
）の
『
暴
風
雨
の
夜
』
は
、
描
写

が
多
少
表
面
的
な
の
が
難
だ
が
、
素
朴
な
感
じ
の
い
ゝ
作

だ
つ
た
。
地
方
色
も
よ
く
あ
ら
は
れ
て
居
た
。」（
加
能
作

次
郎
「
選
後
に
」）

■　

一
九
一
九
・
五
　「
木
賃
宿
の
朝
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
思
い
き
つ
て
投
書
規
則
を
改
正
し
た
最
初
の
月
で
、
如
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□　

一
九
二
〇
・
四
　「
村
の
京
や
ん
」『
文
章
世
界
』【
小
説
】

《
評
》「
悦
田
4

4

君
と
い
ふ
人
は
こ
の
頃
現
は
れ
た
人
だ
が
、
不
思

議
な
人
だ
。
非
常
に
無
邪
気
で
、
非
常
に
真
率
だ
。
こ
れ

で
ぐ
ん
〳
〵
伸
び
て
行
つ
た
な
ら
ば
と
思
ふ
。」（
中
村
星

湖
「
応
募
小
説
に
就
い
て
」）

□　

一
九
二
〇
・
四
　「
父
の
病
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄
君

4

4

4

4

4

4

の
『
父
の
病
』
で
は
例
の
如
く
乱
雑
な

書
き
方
を
し
て
あ
る
が
、
素
朴
で
鋭
い
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
、

不
思
議
に
読
者
の
心
に
せ
ま
る
も
の
が
あ
る
。」（
加
能
作

次
郎
「
小
品
の
選
後
に
」）

□　

一
九
二
〇
・
五
　「
冷
い
風
」『
文
章
世
界
』【
小
説
】

《
評
》「
悦
田
4

4

君
は
や
す
〳
〵
そ
の
本
領
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
。

文
章
に
も
す
こ
し
神
経
を
働
か
せ
て
ほ
し
い
。」（
中
村
星

湖
「
応
募
小
説
に
就
い
て
」）

■　

一
九
二
〇
・
七
　「
私
と
ド
ン
グ
リ
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
4

4

君
の
作
、
村
野
4

4

君
の
作
、
水
戸
4

4

君
の
作
、
武
永
4

4

君

の
作
そ
の
他
数
篇
の
如
き
は
、
そ
れ
〴
〵
立
派
な
も
の
で

あ
つ
た
。
悦
田
4

4

君
の
『
私
と
ド
ン
グ
リ
』
は
中
で
も
よ
か

つ
た
。
不
相
変
誤
字
や
語
句
法
の
間
違
が
あ
り
、
方
言
が

沢
山
に
交
つ
て
居
て
読
み
づ
ら
く
は
あ
つ
た
が
、「
私
」

の
気
持
も
茶
屋
の
婆
さ
ん
の
気
持
も
よ
く
出
て
居
た〔
。〕

広
い
人
生
の
一
角
が
髣
髴
と
し
て
居
た
。
私
は
涙
ぐ
み
さ

へ
し
た
。」（
加
能
作
次
郎
「
小
品
選
評
」）

さ
れ
た
。
只
だ
作
者
が
そ
れ
を
意
識
し
て
ゐ
な
い
の
で
只

だ
夢
を
夢
と
し
て
書
い
た
の
が
物
足
ら
な
か
つ
た
。
併
し

此
の
人
の
書
く
も
の
に
は
い
つ
も
独
特
の
或
る
鋭
さ
が
あ

る
。」（
加
能
作
次
郎
「
小
品
選
評
」）

□　

一
九
一
九
・
一
〇
　「
川
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄

0

0

0

0

0

君
の
『
川
』
は
い
つ
も
の
素
直
さ
で
観
察

し
た
ま
ゝ
を
表
現
し
て
ゐ
る
が
、
も
つ
と
凝
視
が
ほ
し

い
。」（
岡
田
三
郎
「
小
品
選
評
」）

■　

一
九
一
九
・
一
一
　「
私
の
生
活
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄

4

4

4

4

4

君
の
『
私
の
生
活
』
は
例
に
よ
つ
て
、
簡

潔
な
筆
で
辛
労
の
生
活
を
よ
く
描
い
て
ゐ
る
。
か
な
り
な

作
で
あ
る
。」（
加
能
作
次
郎
「
小
品
選
評
」）

■　

一
九
二
〇
・
一
　「
夕
飯
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄

4

4

4

4

4

君
の
『
夕
飯
』
は
か
な
り
深
い
君
の
人
間

性
を
あ
り
の
ま
ま
に
披
瀝
し
た
作
で
、
い
い
も
の
だ
と
思

ふ
。
親
子
兄
弟
等
が
食
慾
を
中
心
と
し
て
相
争
つ
て
ゐ
る

浅
間
し
さ
、
そ
し
て
そ
の
浅
間
し
さ
の
底
に
隠
れ
て
ゐ
る

君
の
博
い
心
が
何
よ
り
も
尊
い
。」（
加
能
作
次
郎
「
小
品

選
評
」）

□　

一
九
二
〇
・
三
　「
私
」『
文
章
世
界
』【
小
説
】。
選
評
は
中

村
星
湖
「
応
募
小
説
に
就
い
て
」

□　

一
九
二
〇
・
三
　「
彼
の
場
合
」『
文
章
世
界
』【
小
品
】。
選

評
は
加
能
作
次
郎
「
小
品
選
評
」
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で
、
こ
の
年
譜
を
事
実
と
す
る
と
一
年
か
ら
二
年
程
度
の
落
選
期

間
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

悦
田
の
投
書
は
、「
木
賃
宿
の
朝
」
に
対
す
る
激
賞
を
契
機
と

し
て
頻
繁
に
『
文
章
世
界
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
当
時
「
散
文
」「
小
品
」
の
選
者
を
担
当
し
て
い
た
加
能

作
次
郎
の
興
趣
に
適
っ
て
い
た
か
ら
と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う
。
例

え
ば
、
加
能
は
次
の
よ
う
に
投
書
家
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

諸
君
は
従
来
と
異
る
と
こ
ろ
な
く
、
真
面
目
に
熱
心
に
、
独

自
の
境
地
を
開
拓
し
て
行
か
れ
ん
こ
と
を
望
む
の
み
で
す
。

模
倣
や
当
て
込
み
な
ど
な
し
に
、
只
管
に
自
己
を
生
か
し
、

自
己
の
芸
術
を
創
り
あ
げ
る
と
い
ふ
気
持
で
、
態
度
で
、
作

品
を
送
つ
て
貰
ひ
た
い
の
で
す
。（「「
散
文
」
の
選
を
受
持

つ
て
」『
文
章
世
界
』
一
九
一
八
・
一
）

全
体
を
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
無
理
に
六
か
し
い
言
葉
使
ひ
や

言
ひ
廻
し
を
し
て
、
意
味
の
深
長
を
衒
は
ん
と
す
る
者
が
多

い
様
だ〔
。〕こ
れ
は
文
章
修
練
に
当
り
、
誰
で
も
一
度
は
踏

む
路
筋
で
あ
る
が
。
そ
し
て
同
感
も
さ
れ
る
が
、
そ
の
弊
に

深
く
は
ま
り
込
ん
で
行
か
な
い
様
に
お
互
に
注
意
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
文
章
は
決
し
て
疎
か
に
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
そ
れ

は
決
し
て
矯
飾
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
主
な
の
は
内
容

だ
、
吾
々
は
先
づ
何
よ
り
も
字
句
の
上
の
虚
飾
や
衒
気
を
捨

□　

一
九
二
〇
・
七
　「
働
く
者
の
喜
び
」『
文
章
世
界
』【
小
説
】

《
評
》「
悦
田
4

4

君
の
『
働
く
者
の
喜
び
』
は
、
作
者
の
神
経
の
鋭

さ
を
窺
は
せ
る
に
足
り
る
。」（
中
村
星
湖
「
応
募
小
説
に

つ
い
て
」）

□　

一
九
二
〇
・
八
　「
暗
き
家
」『
文
章
世
界
』【
小
説
】。
選
評

は
中
村
星
湖
「
特
別
募
集
小
説
に
就
い
て
」

■　

一
九
二
〇
・
九
　「
村
の
京
ち
や
ん
」「
文
章
世
界
」【
小
品
】

《
評
》「
悦
田
4

4

喜
和
雄

4

4

4

君
の
『
村
の
京
ち
や
ん
』
は
お
ど
け
た
な

か
に
し
み
じ
み
し
た
人
間
味
の
あ
る
い
ゝ
作
だ
。
京
ち
や

ん
の
面
目
が
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。」（
岡
田
三
郎
「
小
品

選
評
」）

□　

一
九
二
〇
・
一
一
　「
恋
人
」『
文
章
世
界
』【
小
説
】

《
評
》「
悦
田
喜
和
雄

4

4

4

4

4

君
の
『
恋
人
』
は
、
恋
と
い
ふ
可
く
あ
ま

り
に
粗
野
な
、
田
舎
の
若
い
男
女
の
情
交
を
取
扱
つ
た
も

の
で
、
例
に
よ
つ
て
、
正
直
に
着
け
て
ゐ
た
が
、
余
程
露

骨
過
ぎ
る
点
も
あ
る
の
で
、
こ
の
儘
で
は
到
底
発
表
す
る

事
は
出
来
な
い
。」（
中
村
星
湖
「
応
募
小
説
に
就
い
て
」）

■　

一
九
二
一
・
一
〇
　「
私
の
懺
悔
と
憐
れ
な
文
子
さ
ん
」『
婦

人
公
論
』

　

悦
田
喜
和
雄
の
名
が
『
文
章
世
界
』
に
初
め
て
現
れ
る
の
は
一

九
一
八
年
十
一
月
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
通
り
「
悦
田
喜
和
雄

略
年
譜
」
に
は
一
九
一
七
年
頃
か
ら
投
書
を
開
始
し
た
と
あ
る
の
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ら
れ
、「
私
」
の
思
考
や
心
情
を
と
も
な
っ
た
表
現
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。
特
に
「
汗
に
溺
れ
て
働
て
居
る
者
」
と
「
扇
風
機
を
後

に
し
て
座
つ
て
ゐ
る
人
々
」
と
の
対
比
を
明
示
す
る
こ
と
で
「
辛

労
の
生
活
」（
加
能
作
次
郎
「
小
品
選
評
」
前
掲
）を
描
き
出
す
と

と
も
に
、「
又
い
つ
の
間
に
か
朝
に
な
つ
て
居
る
」
と
い
う
表
現

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
生
活
が
反
復
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
「
私
」
は
、
身
の
回
り
の

出
来
事
を
観
察
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
生
活
に
対
す
る
省

察
的
な
ま
な
ざ
し
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
「
夕
飯
」
で
は
、
三
人
称
の
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。「
京

次
」
の
家
の
夕
飯
時
の
や
り
取
り
が
、
母
、
京
次
、
秋
太
、
二
人

の
妹
、
父
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
を
中
心
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
親
子
兄
弟
等
が
食
慾
を
中
心
と
し
て
相

争
つ
て
ゐ
る
浅
間
し
さ
」（
加
能
作
次
郎
「
小
品
選
評
」
前
掲
）が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
行
動
が
他
の
人
物
の
反
応
を
引
き
起
こ
し
て

い
く
と
い
う
関
係
性
の
劇
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
私
と
ド
ン
グ
リ
」
で
は
、「
私
」
を
語
り
手
と
し
た
一
人
称
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。「
私
」
が
お
詣
り
に
行
く
と
き
の
説
明
か
ら

語
り
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
「
或
日
」
の
「
薬
師
詣
」
の
時
に
寄
っ

た
菓
子
屋
で
の
や
り
取
り
が
語
ら
れ
、
次
い
で
一
ヶ
月
後
に
菓
子

屋
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
時
間
を
隔
て
た
場
面
を
構

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
の
情
況
の
変
化
が
描
き
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

て
ゝ
、
端
的
に
卒
直
に
内
容
を
表
現
し
生
す
こ
と
を
心
掛
け

ね
ば
な
ら
ぬ
。（「
選
後
に
」『
文
章
世
界
』
一
九
一
八
・
二
）

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
能
が
投
書
家
に
求
め
て
い
る
こ

と
は
、「
模
倣
や
当
て
込
み
」
で
は
な
く
「
自
己
を
生
か
」
す
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、「
虚
飾
や
衒
気
」
で
は
な
く
「
端
的
に
卒
直

に
内
容
を
表
現
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
悦
田
の
投
書
に
対
す
る
加

能
の
選
評
に
は
「
観
察
が
中
々
行
き
届
い
て
」、「
簡
潔
な
筆
で
辛

労
の
生
活
を
よ
く
描
い
て
ゐ
る
」、「
人
間
性
を
あ
り
の
ま
ま
に
披

瀝
」、「
素
朴
で
鋭
い
と
こ
ろ
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
加
能
の
求
め
た
基
準
に
悦
田
の
投
書
が
う
ま
く
適
っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
岡
田
三
郎
が
「
も
つ
と
凝
視
が
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
中
村
星
湖
が
「
文
章
に
も
す
こ
し
神
経
を
働
か
せ

て
ほ
し
い
」
と
注
文
を
付
け
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
加
能
の
肩
の

入
れ
よ
う
は
際
立
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、『
文
章
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
悦
田
の
投
書
を
並
べ
て

み
る
と
、
悦
田
が
様
々
な
表
現
を
試
み
て
い
た
様
子
が
見
え
て
く

る
。「
木
賃
宿
の
朝
」
は
、「
私
」
が
起
き
て
か
ら
宿
を
出
発
す
る

ま
で
の
短
い
時
間
に
生
じ
た
出
来
事
を
、
老
人
と
宿
の
主
人
や
魚

屋
連
中
と
の
や
り
取
り
、
若
い
女
と
薬
屋
と
の
や
り
取
り
と
い
う

二
つ
の
山
場
を
設
け
つ
つ
、
時
系
列
に
沿
っ
て
記
さ
れ
た
作
品
で

あ
る
。「
私
」
は
基
本
的
に
観
察
者
の
位
置
を
守
っ
て
い
る
。

　
「
私
の
生
活
」
は
、「
私
」
の
日
常
生
活
の
様
子
に
焦
点
が
当
て
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果
敢
な
試
み
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
悦
田
は
中
央
の
文
壇
雑
誌
に
作
品
を

発
表
し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
小
説
化
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

若
い
時
、
私
淑
し
て
い
た
先
生
の
紹
介
で
、
あ
る
雑
誌
に
何

度
か
発
表
を
し
て
い
る
と
、
其
の
頃
有
名
だ
っ
た
批
評
家
に
、

柳
の
下
に
は
常
住
泥
鰌
は
い
な
い
ぞ
、
い
つ
も
同
じ
こ
と
ば

か
り
書
い
て
！

と
非
難
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
書
く
こ

と
は
違
っ
て
い
る
の
だ
が
、
つ
づ
け
て
百
姓
の
汚
な
い
生
活

を
書
い
て
い
た
の
で
同
じ
こ
と
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

都
市
の
綺
麗
な
生
活
を
書
け
っ
て
言
っ
た
っ
て
、
知
ら
な
い

の
で
書
け
な
い
。
虚
構
と
い
っ
た
っ
て
、
何
か
た
よ
る
べ
き

真
実
が
な
い
と
書
け
よ
う
は
ず
が
な
い
。（「
文
学
青
年
」

『
四
国
文
学
』
一
九
六
六
・
一
〇
）

　
「
つ
づ
け
て
百
姓
の
汚
な
い
生
活
を
書
い
て
い
た
」
主
人
公
に

対
し
て
、
あ
る
「
批
評
家
」
は
「
い
つ
も
同
じ
こ
と
ば
か
り
書
い

て
」
と
難
じ
る
。
し
か
し
、「
自
分
」
で
は
「
書
く
こ
と
は
違
っ

て
い
る
」
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
結
句
彼
は
思
い
悩
ん
で

「
私
淑
し
て
い
る
師
」
に
手
紙
を
し
た
た
め
る
。

　

こ
の
一
節
は
、
悦
田
の
投
書
家
時
代
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の

で
は
な
い
が
、
彼
の
投
書
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
も
示
唆
を
与
え

　
「
村
の
京
ち
や
ん
」
は
、「
私
」
を
語
り
手
と
し
て
は
い
る
が
、

描
か
れ
る
対
象
と
し
て
中
心
化
さ
れ
て
い
る
の
は
「
京
ち
や
ん
」

で
あ
る
。「
京
ち
や
ん
」
は
、
村
の
「
人
々
」
か
ら
「
京
ち
や
ん

は
馬
鹿
だ
」
と
言
わ
れ
た
り
、「
子
供
達
」
か
ら
も
「
馬
鹿
よ
、

京
ち
や
ん
よ
、
馬
鹿
よ
」
と
声
を
揃
え
ら
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
、

末
尾
に
記
さ
れ
た
「
近
頃
の
女
は（
中
略
）若
い
男
や
お
金
が
あ
り

さ
へ
す
れ
ば
幸
福
な
ん
だ
よ
。（
中
略
）俺
な
ど
は
馬
鹿
だ
、
か
う

し
て
本
ば
か
り
読
ん
で
ゐ
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。
し
か
し
俺
は

そ
れ
で
幸
福
な
も
の
だ
。
俺
か
う
思
ふ

―
凡
て
の
人
間
は
物
を

考
へ
る
時
は
幸
福
だ
と
、
そ
れ
で
か
う
本
を
読
ん
で
は
色
々
の
事

を
考
へ
る
の
だ
‥
‥
‥
‥
俺
は
や
は
り
馬
鹿
だ
。」
と
い
う
「
京

ち
や
ん
」
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
人
生
観
が
示
さ
れ
る
と
と

も
に
、「
馬
鹿
」
の
意
味
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
私
の
懺
悔
と
憐
れ
な
文
子
さ
ん
」
で
は
、「
私
の
告
白
」
と
い

う
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
「
私
」
は
女
性
で
あ

る
。
そ
し
て
時
間
の
推
移
も
、「
十
六
の
秋
」
か
ら
「
十
七
の
冬
」、

「
三
月
の
お
節
句
頃
」
を
経
て
「
百
姓
の
田
の
方
が
忙
し
く
な
る

頃
」
ま
で
、
長
い
期
間
が
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
い
く
つ
か
の

場
面
が
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、「
私
」
と
「
文
子
さ
ん
」
と
の
関

係
の
変
化
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
女
性
の
語
り
手
を
採
用
し

た
り
、
友
情
と
嫉
妬
と
の
葛
藤
が
描
か
れ
た
り
と
、
創
作
へ
の
意

欲
が
現
れ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

悦
田
の
文
学
的
軌
跡
を
た
ど
る
上
で
、
投
書
家
時
代
の
多
彩
で
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・
悦
田
喜
和
雄
「
木
賃
宿
の
朝
」『
文
章
世
界
』
一
九
一
九
・
五

　

八
畳
位
の
一
室
に
六
つ
の
寝
床
が
こ
さ
へ
ら
れ
て
、
そ
こ
に
皆

が
寝
た
。

　

昨
夜
音
が
し
て
ゐ
た
雨
は
朝
に
な
る
と
止
ん
で
ゐ
た
。

　

私
が
起
き
て
来
た
時
魚
屋
連
は
荷
造
を
し
て
、
か
つ
い
で
行
つ

た
ら
よ
い
や
う
に
し
て
、
炉
の
は
た
に
寄
つ
て
ゐ
た
。
昨
夜
ち
り

鍋
で
酒
の
燗
を
し
た
老
人
は
、
土
間
に
お
り
て
、「
や
れ
〳
〵

‥
‥
や
れ
〳
〵
」
と
云
ひ
な
が
ら
、
自
分
の
荷
の
、
菓
子
箱
を
棒

に
く
ゝ
つ
て
ゐ
た
。

　

私
が
顔
を
洗
つ
て
来
た
時
老
人
は
れ
い
の
ち
り

0

0

鍋
で
酒
の
燗
を

し
な
が
ら
、「
や
れ
‥
‥
や
れ
」
と
、
云
つ
て
其
酒
の
中
へ
大
根

を
お
ろ
し

0

0

0

込
ん
で
ゐ
た
。

　
「
爺
さ
ん
！

大
根
入
れ
た
ら
よ
い
か
い
。」
こ
ゝ
の
主
人
は
笑

ひ
〳
〵
云
つ
た
。

　
「
エ
ヽ
そ
り
や
酒
が
き
つ
う
な
り
ま
す
。」

　
「
‥
‥
‥
‥
」

　
「
あ
ゝ
‥
‥
や
れ
〳
〵
、
そ
り
や
き
つ
う
な
り
ま
す
。」
し
ば
ら

く
し
て
又
か
う
云
つ
た
。
皆
は
一
同
に
笑
つ
た
。

　
「
爺
さ
ん
誰
に
云
ひ
よ
ん
ぜ
。」
一
人
の
魚
屋
は
云
つ
た
。

　
「
わ
し
や
ア
ち
り

0

0

鍋
に
云
う
て
を
る
。」
皆
は
笑
つ
た
。

て
く
れ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
投
書
を
見
て
も
、
農
村
生
活
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
は
一
目
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
点
で
「
同
じ
こ
と
」
ば
か
り
が
書
か
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と

も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
は
視
点
や
焦
点
化
さ

れ
た
人
物
、
あ
る
い
は
作
品
構
成
な
ど
、
様
々
な
変
化
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
己
や
周
囲
の
世
界
に
対
す
る
関
心
の
領

野
と
視
角
と
の
変
化
を
表
現
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
悦
田
の

投
書
家
時
代
の
営
為
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彼
が
地
域
に
根

ざ
し
て
小
説
を
書
き
続
け
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
も
、

欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
文
章
世
界
』
の
文
章
観
と
の
関
係
や
、
武
者
小
路
実
篤
、
水

野
葉
舟
、
田
山
花
袋
な
ど
の
悦
田
が
影
響
を
受
け
た
文
学
）
5
（

者
と
の

関
係
な
ど
、
投
書
家
時
代
に
限
っ
て
も
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き
課

題
は
多
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

以
下
で
は
悦
田
の
投
書
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

　

以
下
に
お
い
て
は
、
悦
田
の
投
書
を
紹
介
す
る
。
紹
介
に
あ
た

っ
て
、
本
文
表
記
は
、
句
読
点
、
符
号
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、

改
行
な
ど
、
基
本
的
に
原
文
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
誤
記
や
脱
落

と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
稿
者
の
判
断
に
よ
っ
て
補
訂
し〔　

〕内
に

示
し
た
。
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字

体
に
改
め
た
。
判
読
不
能
の
文
字
に
つ
い
て
は
「
□
」
で
示
し
た
。
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出
し
た
。

　
「
三
日
分
に
し
ま
せ
う
か
。」
と
薬
屋
は
障
子
の
内
か
ら
云
つ
た
。

「
エ
‥
‥
」
と
云
つ
た
な
り
女
は
顔
を
戸
口
の
方
に
ふ
つ
て
、「
い

つ
そ
二
日
分
で
よ
ろ
し
い
。」
と
云
つ
た
。

　

調
剤
所
の
障
子
は
開
い
た
。
禿
の
薬
屋
は
、
紙
袋
の
口
を
折
り

な
が
ら
出
て
来
た
。

　
「
こ
れ
な
？

一
日
に
三
度
に
呑
ま
し
な
さ
い
、
朝
と
昼
と
晩

―
水
で
で
も
白
湯
で
で
も
呑
ま
し
な
さ
い
、
病
気
の
か
げ
ん
は

し
て
あ
る
で
よ
。」

　
「
今
呑
ま
し
て
も
か
ん
ま
ん
で
。」

　
「
帰
つ
た
ら
す
ぐ
呑
ま
し
な
さ
い
。」

　
「
ほ
ん
な
ら
も
ろ
て
帰
り
ま
す
。」
彼
女
は
か
う
云
ひ
捨
て
る
と

す
ぐ
帰
つ
た
。

　

他
の
者
は
皆
飯
を
す
ま
し
て
ゐ
た
。
薬
屋
は
一
人
炉
の
は
た
に

よ
つ
て
飯
を
は
じ
め
た
。

　

皆
は
も
う
立
つ
用
意
を
し
た
。
私
は
一
番
さ
き
に
仕
度
が
出
来

て
こ
ゝ
を
出
た
。

・
悦
田
喜
和
雄
「
私
の
生
活
」『
文
章
世
界
』
一
九
一
九
・
一
一

　

追
ひ
着
か
う
追
ひ
着
か
う
と
あ
せ
つ
て
、
や
う
や
く
四
五
人
の

休
ん
で
居
る
の
を
見
て
、
一
層
馬
力
を
掛
け
走
つ
て
や
つ
と
行
つ

　

棚
に
上
げ
て
あ
つ
た
飯
桶
を
、
皆
は
め
い
〳
〵
に
お
ろ
し
た
。

膳
は
よ
ん
べ
か
ら
飯
桶
の
上
に
置
て
あ
る
の
で
す
ぐ
に
喰
ふ
事
が

出
来
る
。

　

私
は
始
め
て
ゞ
あ
つ
た
か
ら
、
夜
飯
が
す
む
と
、
主
人
が
戸
棚

に
入
れ
て
、
つ
ま
え
て
呉
れ
て
あ
つ
た
。

　

夜
飯
に
は
豆
腐
が
一
き
れ
と
、
豆
の
お
か
ず

0

0

0

で
あ
つ
た
が
、
朝

は
味
噌
の
み
つ
い
て
ゐ
た
。

　
「
味
噌
温
め
り
や
、
味
噌
焼
も
あ
り
ま
す
。」
主
人
は
云
つ
て
呉

れ
た
。

　
「
へ
い
！
」
と
云
つ
た
が
私
は
焼
か
な
か
つ
た
。

　
「
お
早
や
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
つ
て
若
い
女
が
這
つ
て
来
た
。

か
む
つ
た
手
拭
の
前
を
少
し
か
き
上
げ
て
、
頭
を
下
げ
た
。

　
「
あ
の
香
地
さ
ん
、
お
薬
す
こ
し
こ
さ
へ
て
呉
れ
ん
で
。」

　
「
あ
ゝ
さ
う
で
。」
頭
の
禿
げ
た
薬
屋
は
茶
を
入
れ
た
飯
を
ざ
ぶ

ざ
ぶ
か
き
込
ん
だ
。

　
「
ど
な
い
に
お
悪
で
。」
と
薬
屋
は
歯
を
ほ
じ
く
り
な
が
ら
立
つ

て
問
ふ
た
。

　
「
あ
の
‥
‥
」
彼
女
は
す
こ
し
考
へ
て
、「
昨
日
‥
‥
を
と
ゝ
ひ

ま
で
学
校
へ
行
き
よ
つ
た
ん
で
、
つ
い
其
日
の
夕
方
か
ら
頭
が
痛

む
云
ひ
出
し
て
。」
薬
屋
は
少
し
頭
を
か
た
む
け
て
考
る
や
う
に

し
て
、
女
の
顔
を
見
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
、
す
ぐ
隣
の
別
室
に
這

入
つ
た
。
そ
こ
は
調
剤
室
か
、
薬
を
交
ぜ
る
音
が
か
ち
か
ち
云
ひ
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一
杯
生
え
た
の
を
感
じ
た
。

　
『
白
粉
皆
が
組
で
一
俵
位
買
つ
と
か
な
い
か
。』

　
『
汗
で
落
ち
た
ら
つ
け
〳
〵
し
た
ら
え
な
ア
！
』

　
『
厘
出（
一
貫
何
厘
で
薪
を
運
ぶ
を
い
ふ
）位
で
な
か
〳
〵
買
へ

ん
わ
！
』

　
『
白
粉
ど
こ
ろ
か
ハ
ハ
ヽ
ヽ
』

　
『
お
前
等
朝
早
い
な
ア
。』

　

私
が
ま
だ
寝
て
ゐ
た
時
分
『
皆
行
き
よ
る
ぞ
。』
と
母
が
云
つ

て
呉
れ
て
か
ら
起
き
て
来
た
の
だ
か
ら
、
二
荷
目
だ
と
は
知
つ
て

ゐ
た
か
ら
か
う
云
つ
た
。

　
『
お
前
ゆ
う
べ
遅
ま
で
出
し
よ
つ
た
ん
ぢ
や
な
』
と
私
に
一
番

近
い
女
は
私
に
云
つ
た
。

　
『
朝
遅
い
よ
つ
て
な
ア

―
俺
朝
よ
う
起
き
ん
よ
つ
て
。』

　
『
よ
う
草
臥
る
な
ア
厘
出
は
。』

　
『
而
し
て
な
か
〳
〵
米
一
升
に
な
ら
ん
な
ア
‥
‥
升
儲
け
て
一

升
喰
う
て
、
雨
の
日
は
喰
は
ず
に
居
ら
ん
な
ら
ん
！
』

　
『
ほ
ん
ま
よ
！
』
こ
ん
な
話
を
し
て
又
立
つ
て
走
る
の
で
あ
る
。

　

七
八
町
奥
の
山
の
麓
か
ら
町
の
薪
問
屋
ま
で
、
一
日
に
十
荷
位

出
す
の
で
あ
る
。
正
午
飯
ま
で
に
四
荷
し
て
、
ま
ひ
る
は
二
荷
、

又
八
つ
茶
か
ら
四
荷
走
つ
て
一
荷
八
銭
位
と
れ
る
。
一
日
あ
せ
つ

て
八
拾
銭
で
あ
る
。

　

私
は
夕
方
皆
が
止
め
て
か
ら
ま
だ
一
荷
走
つ
て
十
荷
に
た
す
の

で
あ
る
。
十
荷
目
問
屋
へ
行
く
と
問
屋
の
主
人
は
も
う
は
で

0

0

な
浴

た
。
皆
は
私
の
方
へ
眼
を
向
け
て
『
早
い
な
ア
』
と
云
つ
た
。

　

私
は
ド
サ
リ
荷
を
置
く
と
何
時
も
の
口
癖
の
『
あ
ゝ
え
ら
い

0

0

0

〳
〵
』
と
云
つ
て
襦
袢
の
ぼ
た
ん
を
は
づ
し
て
汗
を
拭
い
た
。
知

ら
ず
〳
〵
又
『
え
ら
い

0

0

0

〳
〵
』
と
云
つ
た
。

　

棒
を
尻
に
敷
て
、
し
や
ご
む
と
帽
子
を
と
つ
て
、
扇
子
の
か
は

り
に
胸
を
パ
タ
〳
〵
た
ゝ
い
た
。

　
『
お
前
等
何
荷
ぜ
』
と
云
つ
て
私
は
帽
子
の
汗
を
嗅
で
見
て
又

冠
つ
た
。

　

ま
だ
高
く
な
い
大
陽
は
座
つ
て
ゐ
て
も
帽
子
の
下
に
射
し
込
ん

で
来
る
。

　

私
は
か
う
汗
に
溺
れ
て
働
て
居
る
者
と
、
煽
風
器
を
後
に
し
て

座
つ
て
居
る
人
々
と
ど
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
だ
ら
う
！

と
考
へ

て
ゐ
た
の
が
ま
だ
頭
か
ら
去
ら
な
か
つ
た
。

　
『
色
が
こ
げ
る

0

0

0

な
ア
‥
‥
こ
れ
金
持
で
あ
つ
た
ら
、
汗
を
出
せ

ば
色
が
黒
く
な
る
と
か
、
夏
は
白
粉
を
つ
け
ん
と
色
が
こ
げ
る
云

つ
と
ん
ぢ
や
も
ん
な
ア
！
』
と
私
は
或
る
婦
人
雑
誌
に
あ
つ
た
事

を
思
ひ
出
し
て
云
つ
た
。

　
『
喜
和
さ
ん
色
が
白
い
よ
つ
て
な
ア
！
』
と
若
い
五
人
の
一
番

前
に
な
つ
た
女
は
云
つ
た
。
私〔
マ
　
　
　
　
　
マ
〕

に
日
は
焼
け
て
黒
く
な
つ
た
自
分

の
顔
を
今
見
る
や
う
に
思
つ
て
恥
か
し
い
や
う
な
気
が
し
た
。

　
『
俺
色
が
こ
げ
る

0

0

0

よ
つ
て
ひ
げ

0

0

一
杯
生
し
と
ん
ぜ
！
』
私
は
色

の
黒
く
な
る
の
や
か
し
気
に
せ
な
い
と
云
ひ
た
い
気
が
し
て
か
う

云
つ
て
頰
を
逆
に
撫
で
た
。
ざ
ら
〳
〵
し
て
顎
か
ら
頰
に
ひ
げ
の
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『
ウ
‥
‥
ウ
』
と
彼
は
藷
を
嚙
り
な
が
ら
云
つ
た
。

　
『
早
う
洗
へ
』

　
『
秋
さ
き
洗
へ
』

　
『
ウ
？

ウ
ン
兄
や
洗
へ
』
と
は
ね
か
け
合
つ
た
。

　
『
ほ
ん
な
ら
俺
さ
き
洗
ふ
は
。』
母
は
怒
る
や
う
に
云
つ
て
湯
を

取
つ
た
。

　

母
が
洗
つ
て
来
る
と
、
弟
も
炉
の
間
に
腰
を
掛
け
た
。
母
は
炉

の
傍
の
戸
棚
か
ら
二
人
の
膳
を
出
し
て
あ
た
へ
た
。

　
『
ア

―
ほ
ん
に
す
し

0

0

が
あ
る
ん
ぢ
や
。』
と
母
は
腰
を
延
ば
し

て
座
つ
た
ま
ま
で
上
の
戸
棚
を
開
け
た
。
中
か
ら
藁
の
す
ぼ
け

0

0

0

を

出
し
た
。
弟
の
秋
太
は
手
を
延
ば
し
て
、
母
の
今
出
し
た
す
ぼ
け

を
、
ひ
つ
た
く

0

0

0

0

つ
た
。

　
『
ウ
チ
に
？
』
と
、
一
番
下
の
妹
が
泣
き
声
に
な
つ
て
秋
太
を

追
つ
て
土
間
に
下
り
て
来
た
。

　
『
ウ
チ
に
も
？
』
と
姉
も
立
つ
て
来
た
。

　
『
わ
れ0

？

す
し

0

0

す
か
ん
の
な
い
か
。』
と
云
つ
て
秋
太
は
、
額

で
睨
む
だ
が
、
妹
等
は
泣
く
や
う
に
云
つ
て
手
を
出
し
た
。
秋
太

は
す
ぼ
け

0

0

0

を
振
り
上
げ
て
な
ぐ
る
真
似
を
し
た
。

　
『
秋
‥
‥
秋
の
命
長（
い
の
ち
な
ご
）の
す
ぼ
け

0

0

0

や
か
し
で
な
ぐ

る
も
ん
で
な
い
。』
と
い
つ
て
母
は
睨
み
つ
け
る
と
、
秋
太
は
笑

ひ
〳
〵
す
ぼ
け

0

0

0

を
開
け
て
、
中
の
す
し
を
つ
ま
み
出
し
た
。
妹
等

二
人
は
泣
き
声
に
な
つ
て
手
を
出
し
て
ゐ
た
。

　

傍
に
ゐ
た
京
次
は
、
だ
ま
し
手
に
秋
太
の
す
ぼ
け

0

0

0

を
ひ
つ
た
く

衣
を
着
て
店
で
煙
草
を
ふ
か
し
て
居
る
。

　

日
が
暮
れ
て
涼
し
く
な
る
と
、
ガ
ツ
タ
リ
し
て
し
ま
つ
て
じ
く

〳
〵
頭
が
痛
む
や
う
に
思
ふ
。
襦
袢
の
ポ
ケ
ツ
ト
に
手
を
突
込
で

歩
く
と
ど
こ
か
楽
な
や
う
な
気
が
す
る
。
そ
し
て
ポ
ケ
ツ
ト
の
中

の
銅
貨
や
銀
貨
を
い
じ
り
な
が
ら
家
に
帰
る
と
、
い
つ
も
の
や
う

に
皆
は
待
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　

夜
飯
が
す
む
と
炉
の
端
に
横
に
な
る
と
い
つ
の
間
に
か
眠
入
つ

て
し
ま
ふ
。
母
に
起
さ
れ
て
、
鼻
の
さ
き
と
足
を
洗
つ
て
寝
間
に

這
入
る
。
又
い
つ
の
間
に
か
朝
に
な
つ
て
居
る
。

・
悦
田
喜
和
雄
「
夕
飯
」『
文
章
世
界
』
一
九
二
〇
・
一

　

母
と
京
次
と
其
弟
と
三
人
が
田
か
ら
帰
る
と
、
小
さ
い
妹
二
人

と
、
ぜ
ん
そ
く
で
ヒ
ユ
ー
〳
〵
云
つ
て
居
る
父
は
炉
を
囲
ん
で
ゐ

た
。

　
『
藷い
も

が
出で

け来
と
る
ぞ
』
父
は
顎
で
知
ら
す
様
に
し
て
云
つ
た
。

竈
を
見
る
と
、
藷
の
山
盛
入
つ
た
釜
か
ら
白
い
湯
気
が
立
ち
昇
つ

て
ゐ
た
。
京
次
等
兄
弟
は
競
合
つ
て
藷
を
つ
か
ん

0

0

0

で
来
た
。
弟
は

竈
の
前
の
腰
掛
に
腰
を
掛
け
た
。
兄
は
藷
を
食
ひ
つ
つ
土
間
か
ら

炉
の
間
に
腰
を
掛
け
た
。
母
は
忙
し
さ
う
に
馬
に
水
を
や
つ
て
は

又
、
水
を
さ
げ
て
這
入
つ
て
来
る
、
と
、『
京
次
足
洗
は
ん
の

か
！
』
と
、
言
つ
た
。



― 151 ―

選
り
出
せ
る
や
う
な
風
采
に
な
る
の
を
知
つ
て
ゐ
る
か
ら
。
そ
れ

に
穿
物
で
も
本
職
の
し
た
買
ひ
下
駄
か
麻
裏
位
で
な
い
と
そ
ぐ
は

な
い
、
尻
切
着
物
に
は
角つ
の

草
履
に
山
行
の
帽
子
で
よ
く
似
つ
く
。

　

近
頃
何
物
に
よ
ら
ず
値
が
高
い
か
ら
お
弁
当
は
も
た
な
い
こ
と

に
し
て
ゐ
る
。
お
弁
当
を
持
つ
と
、
菜
を
買
は
ね
ば
な
ら
ん
、
そ

れ
よ
り
其
菜
代
の
十
銭
か
十
二
銭
で
菓
子
を
買
つ
て
そ
れ
を
食
ひ

つ
ゝ
歩
く
、
さ
う
す
る
と
道
も
割
合
楽
に
歩
か
れ
る
し
時
間
を
費

さ
な
い
か
ら
。

　

或
日
私
は
薬
師
詣
に
行
つ
た
。
一
時
頃
ま
で
に
帰
ら
れ
る〔
。〕

そ
し
て
、
春
の
天
気
だ
か
ら
と
思
つ
て
、
朝
か
ら
雨
ら
し
か
つ
た

が
、
雨
用
意
な
し
に
行
つ
た
。
お
詣
で
し
て
下
の
町
ま
で
来
た
時

降
り
出
し
て
来
た
。
其
長
い
町
を
中
頃
ま
で
来
る
と
、
町
は
し
つ

0

0

ぽ
り

0

0

濡
れ
て
し
ま
つ
て
草
履
で
は
歩
か
れ
な
い
位
に
な
つ
た
。
私

は
小
供
傘
を
一
つ
買
つ
た
。
丁
度
妹
が
傘
が
な
い
と
云
つ
て
ゐ
た

か
ら
学
校
行
の
傘
に
と
思
つ
て
。

　

私
は
頭
だ
け
し
か
入
ら
な
い
傘
で
長
い
町
を
ピ
チ
ヤ
〳
〵
歩
い

た
。
私
は
来
る
と
何
時
で
も
菓
子
を
買
ふ
、
夏
な
ど
山
桃
を
売
り

に
来
て
も
何
時
で
も
休
む
、
婆
さ
ん
と
爺
さ
ん
の
二
人
暮
し
の
家

に
よ
つ
た
。
婆
さ
ん
と
爺
さ
ん
は
小
さ
い
炉
を
囲
ん
で
昼
飯
を
や

つ
て
ゐ
た
。

　
『
今
、
河
本
の
た
い
せ
う

0

0

0

0

が
お
帰
つ
た
の
に
な
ア
！

も
う
少

し
早
か
つ
た
ら
！

今
森
の
処
位
行
く
だ
ら
う
？
』
と
戎
さ
ん
の

や
う
な
爺
さ
ん
は
舌
を
あ
ま
り
動
か
さ
ず
に
云
つ
た
。

つ
た
。
そ
し
て
笑
ひ
〳
〵
す
し
を
つ
ま
み
出
し
た
。

　
『
よ
う
〳
〵
呉
れ
よ
う
？
』
と
、
妹
等
は
又
京
次
の
方
へ
手
を

出
し
て
ゐ
た
。

　

京
次
は
み
し
や

0

0

0

〳
〵
つ
ま
ん
で
や
り
出
し
た
。

　
『
大
け
な
者
ば
か
り
が
な
ん
な
ア
‥
ち
と
や
れ
‥
‥
う
ち
は
大

け
な
奴
が
大
人
し
く
な
い
ん
ぢ
や
、（
な
ほ
大
声
を
張
上
げ
て
）大

け
な
者
が
な
ん
な
ア
‥
‥
』
と
云
つ
た
父
の
苦
い
顔
、
眼
玉
が
ク

ル
〳
〵
廻
つ
た
。

　
『
皆
ち
と
わ
て
、
分
け
て
戴
け
。』
と
云
つ
て
母
は
京
次
の
方
へ

手
を
延
ば
し
て
行
つ
た
。
京
次
は
妹
等
に
分
け
て
や
る
と
、
母
の

手
に
も
入
れ
て
や
つ
た
。
母
は
そ
れ
を
口
に
入
れ
る
と
、
又
手
を

出
し
て
い
つ
て
、『
父
に
も
ぢ
や
。』
と
云
つ
た
。
京
次
が
入
れ
て

や
る
と
、
母
は
父
に
や
つ
た
。

　

す
ぼ
け

0

0

0

は
又
、
秋
太
が
ひ
つ
た
く
つ
て
行
つ
た
。

・
悦
田
喜
和
雄
「
私
と
ド
ン
グ
リ
」『
文
章
世
界
』
一
九
二
〇
・
七

　

私
は
何
処
へ
お
詣
に
行
く
の
で
も
其
日
帰
ら
れ
る
所
で
あ
れ
ば

何
時
で
も
尻
切
れ
の
仕
事
着
物
の
新
し
い
の
を
着
て
行
く
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
れ
ば
石
の
や
う
に
固
く
な
つ
た
、
短
い
首
に
着
物
の

衿
も
羽
織
の
衿
も
巻
き
つ
け
た
や
う
に
し
て
ま
る
で
着
物
と
体
軀

と
を
別
な
や
う
に
、
ふ
ぐ
つ

0

0

0

に
歩
く
、
何
百
人
の
人
中
に
ゐ
て
も
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草
履
で
は
歩
か
れ
な
く
な
つ
た
か
ら
草
履
を
捨
て
ゝ
歩
い
た
。

　

阪
に
か
ゝ
つ
て
か
ら
私
は
菓
子
を
食
ひ
か
け
た
。
飴
製
の
ド
ン

グ
リ
は
雨
気
に
解
け
か
ゝ
つ
て
懐
に
か
み
つ
い
て
ゐ
た〔
。〕歯
に

へ
ば
り
付
て
な
か
〳
〵
と
れ
な
か
つ
た
り
し
た
。
私
は
三
つ
食
つ

て
や
う
や
く
勘
付
た
。
し
ま
つ
た
、
後
返
り
し
や
う
か
？

河
本

の
大
将
に
逢
つ
た
ら
こ
の
話
を
し
て
、
三
銭
渡
し
て
置
か
う
か
？

婆
さ
ん
は
知
つ
て
居
る
か
？

知
つ
た
ら
云
ひ
さ
う
な
も
の
だ
の

に
？

あ
の
気
の
よ
い
婆
さ
ん
だ
か
ら
知
つ
て
黙
つ
て
ゐ
た
の
か

も
知
れ
ん

―
後
返
り
し
や
う
か
と
思
つ
て
暫
時
立
つ
て
ゐ
た
が

雨
は
益
々
烈
し
い
の
で
止
め
た
。
卸
屋
へ
菓
子
代
が
払
へ
な
い
か

ら
あ
の
通
り
菓
子
が
切
れ
た
の
だ
と
は
思
つ
た
が
三
銭
位
ゐ
が
其

払
ひ
の
た
し
に
も
な
る
ま
い
と
思
つ
た
の
で
、
つ
ゞ
け
て
歩
い
た
。

　

私
は
一
ケ
月
ほ
ど
し
て
又
行
つ
た
。
婆
さ
ん
の
店
は
戸
が
し
ま

つ
て
戸
口
が
一
枚
障
子
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
？

と
思
つ
た
が
私

は
何
時
も
の
や
う
に
這
入
つ
て
行
つ
た
。『
お
婆
さ
ん
居
る
け
？
』

と
云
つ
た
が
音
が
し
な
い
、
炉
の
方
へ
行
く
と
、
婆
さ
ん
は
布
団

の
中
か
ら
頭
を
出
し
て
何
か
焚
い
て
ゐ
た
。

　
『
婆
さ
ん
ど
う
し
た
ん
ぜ
？
』
と
云
つ
て
私
は
問
う
た
。
婆
さ

ん
は
青
い
顔
を
上
げ
た
。
私
は
子
な
し
や
か
し
は
こ
れ
だ
と
す
ぐ

思
つ
た
。
死
ぬ
わ
い
と
思
つ
た
。

　
『
婆
さ
ん
こ
れ
ぜ
ん
に

0

0

0

菓
子
を
よ
け

0

0

貰
つ
と
つ
た
ん
ぜ
！
』
と

私
が
云
ふ
と
、

　
『
爺
さ
ん
死
ん
だ
ん
ぜ
！
』
と
云
つ
て
私
の
顔
を
ジ
ロ
〳
〵
見

　
『
爺
さ
ん
ち
や
も
う
大
谷
の
一
軒
家
の
あ
る
あ
た
り
位
行
く

ぜ
！
』
と
人
の
よ
い
婆
さ
ん
は
、
い
つ
も
の
垢
抜
の
し
た
顔
を

や
ゝ
赤
く
し
て
、
爺
さ
ん
を
睨
む
や
う
に
し
て
云
つ
た
。
す
る
と

又
爺
さ
ん
は
、

　
『
あ
し
こ
ま
で
に
し
て
も
あ
の
人
田
井
の
店
へ
よ
る
の
つ
て
そ

の
間
に
追
ひ
付
く
よ
。』
と
云
つ
て
大
き
な
片き
れ

の
香
の
物
を
挟
み

上
げ
て
、
一
口
に
ほ
を
ば

0

0

0

つ
て
、
茶
を
掛
け
た
茶
碗
の
飯
を
カ
チ

〳
〵
箸
で
つ
ゝ
き
な
が
ら
頰
肉
を
し
き
り
に
動
か
し
て
ゐ
た
。

　
『
お
婆
さ
ん
、
お
邪
魔
ぢ
や
け
ん
ど
、
菓
子
少
し
呉
れ
る
け
エ
』

と
云
つ
て
私
は
菓
子
を
飾
つ
て
あ
る
店
先
へ
出
て
行
つ
た
。
婆
さ

ん
も
私
に
つ
い
て
来
た
。
七
つ
八
つ
菓
子
入
の
硝
子
蓋
の
も
の
が

あ
る
が
、
菓
子
の
入
つ
た
の
は
た
つ
た

0

0

0

二
つ
し
か
な
い
、
一
つ
は

煎
餅
と
一
つ
は
飴
で
拵
へ
た
丸
い
ド
ン
グ
リ
が
十
ほ
ど
入
つ
て
。

其
外
に
蜜
柑
が
少
し
あ
つ
た
。
私
は
又
貧
乏
し
た
な
ア
と
思
つ
た
。

　

私
は
ド
ン
グ
リ
の
入
つ
た
入
器
の
蓋
を
開
け
た
。
婆
さ
ん
は
じ

つ
と
覗
て
ゐ
た
。

　
『
こ
れ
何
程
ぜ
？
』

　
『
一
つ
一
銭
よ
。』

　
『
ほ
ん
な
ら
こ
れ
貰
ふ
ぜ
。』
と
云
つ
て
私
は
六
つ
取
つ
て
婆
さ

ん
に
見
せ
た
。

　
『
こ
れ
ほ
ん
な
ら
婆
さ
ん
』
と
私
は
三
銭
渡
し
た
。『
こ
れ
食
べ

ん
せ
。』
と
云
つ
て
婆
さ
ん
は
煎
餅
を
一
つ
と
つ
て
呉
れ
た
。
私

は
菓
子
を
懐
に
入
れ
て
そ
こ
を
出
た
。
雨
が
烈
し
く
な
つ
て
も
う
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り
さ
せ
た
り
、『
ア
痛
！

ア
痛
！
』
と
云
ひ
な
が
ら
頰
を
つ
め

つ
た
り
す
る
。
子
供
達
は
、『
つ
め
り
よ
！
』
と
呼
ん
だ
り
、『
京

ち
や
ん
よ
！
』
と
呼
ん
で
逃
げ
る
や
う
に
京
ち
や
ん
の
そ
ば
を
走

つ
て
通
る
。
子
供
達
は
京
ち
や
ん
を
自
分
の
友
達
の
や
う
に
し
て

ゐ
る
。

　

或
日
私
は
田
へ
石
灰
を
振
つ
て
ゐ
た
。
と
、
す
ぐ
隣
田
へ
京
ち

や
ん
は
除
草
器
を
持
つ
て
、
本
を
読
み
な
が
ら
田
草
取
に
来
た

〔
。〕丁
度
正
午
飯
を
食
つ
て
出
て
来
た
所
な
の
で
、
学
校
の
子
供

が
一
町
ほ
ど
北
の
道
を
家
に
帰
る
所
で
あ
つ
た
。
一
人
が
見
付
て
、

『
京
ち
や
ん
よ
』
！

と
呼
ぶ
と
皆
が
口
々
に
『
京
ち
や
ん
よ
！

京
ち
や
ん
よ
！
』
と
呼
ぶ
。
京
ち
や
ん
は
『
ぎ
や
！

ぎ
や
！
』

と
一
人
〳
〵
に
答
へ
る
。

　
「
喜
和
さ
ん
よ
、
だ
う
じ
よ
が

0

0

0

0

0

居
つ
た
ら
呉
れ
よ
」

　
「
エ
エ

―
こ
れ
湿
さ
に
や
飛
ん
で
仕
様
が
な
い
で
な
ア
」
石

灰
が
煙
の
や
う
に
な
つ
て
風
に
飛
ぶ
の
で
か
う
云
つ
た
。

　
「
俺
所
の
田
も
よ
く
出
来
る
は
、
石
灰
が
来
て
、」
京
ち
や
ん
は

私
の
田
か
ら
飛
ん
で
行
く
石
灰
に
逃
げ
る
や
う
に
し
て
草
を
取
つ

て
ゐ
た
。

　
「
京
ち
や
ん
よ
！

京
ち
や
ん
よ
！
」
又
子
供
の
一
群
が
通
り

だ
し
た
。

　
「
オ
ー
イ
ー
」
京
ち
や
ん
は
手
招
ぎ
し
な
が
ら
『
大
き
な
鰻
ぢ

や
、
来
い
！
』
と
呼
ん
で
置
て
、
田
か
ら
出
て
私
の
傍
に
来
た
。

　
「
早
色
が
変
つ
て
居
る
か
の
う
！
」
と
云
つ
て
石
灰
汁
に
酔
つ

た
。『
こ
れ
婆
さ
ん
間
違
つ
て
三
銭
の
だ
け
よ
け
貰
ら
つ
と
つ
た

ん
ぜ
』
と
云
つ
て
五
銭
白
銅
を
一
枚
出
し
た
。『
こ
れ
ほ
ん
な
ら

つ
り

0

0

』
と
云
つ
て
、
其
辺
を
探
る
や
う
に
す
る
。『
婆
さ
ん
つ
り

0

0

い
ら
ん
ぜ
‥
‥
あ
い
し
ら
い
よ
婆
さ
ん
』
と
云
つ
て
私
は
逃
げ
や

う
と
し
た
。

『
あ
れ
‼

あ
り
が
た
い
‼
』
と
云
つ
て
婆
さ
ん
は
涙
の
一
杯
の

眼
で
私
を
見
て
ゐ
た
。

・
悦
田
喜
和
雄
「
村
の
京
ち
や
ん
」『
文
章
世
界
』
一
九
二
〇
・
九

　

京
ち
や
ん
の
家
は
村
で
は
、
一
二
の
顔
で
、
ど
こ
へ
出
て
も
恥

か
し
か
ら
ぬ
百
姓
で
あ
る
。
父
は
村
会
議
員
で
も
あ
る〔
。〕そ
れ

に
京
ち
や
ん
は
三
十
二
三
で
ま
だ
独
身
で
あ
る
。
京
ち
や
ん
の
友

達
に
は
子
の
三
人
も
出
来
て
居
る
男
も
、
す
ぐ
隣
家
に
あ
る
。

人
々
は
京
ち
や
ん
の
独
身
を
不
思
議
が
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
京

ち
や
ん
は
馬
鹿
だ
と
か
、
お
道
具
が
駄
目
な
の
だ
と
か
云
つ
て
ゐ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
悪
口
で
あ
る〔
。〕お
道
具
は
ど
う
か
私
は

知
ら
ん
が
、
た
し
か
に
馬
鹿
で
は
な
い
。
何
時
で
も
本
を
懐
に
入

れ
て
、
道
を
歩
き
つ
ゝ
読
ん
だ
り
休
む
と
す
ぐ
懐
か
ら
出
し
て
読

む
の
で
あ
る
。
其
本
は
心
理
学
や
哲
学
の
本
で
あ
る
。

　

朝
京
ち
や
ん
が
仕
事
に
出
て
行
く
時
丁
度
学
校
行
の
子
供
等
に

逢
ふ
と
、
京
ち
や
ん
は
『
ウ
ハ
ア
』
と
云
つ
て
子
供
達
に
び
つ
く
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後
か
ら
来
た
子
供
達
も
田
の
周
を
く
る
〳
〵
廻
つ
て
ゐ
た
が
や

が
て
上
の
川か
は

堤づ
ゝ
みに

走
り
上
る
と
、

　
「
馬
鹿
よ
、
京
ち
や
ん
よ
、
馬
鹿
よ
、」
声
を
揃
へ
て
奥
へ
走
つ

て
行
つ
た
。

　

私
が
石
灰
を
振
つ
て
し
ま
つ
て
、『
京
ち
や
ん
？

も
う
正
午

だ
ら
う
げ
？

帰
ら
ん
け
エ

―
』
と
誘
つ
て
み
た
。
京
ち
や
ん

は
『
お
い
』
と
云
つ
て
田
か
ら
出
て
足
を
洗
つ
て
私
と
い
つ
し
よ

に
川
堤
に
上
つ
た
。

　

京
ち
や
ん
は
金
文
字
の
入
つ
た
小
形
の
本
を
懐
か
ら
出
し
て
読

み
つ
ゝ
歩
く
。
私
は
黙
つ
て
京
ち
や
ん
の
後
を
と
ぼ
と
ぼ
つ
い
て

行
つ
た
。
田
か
ら
私
や
京
ち
や
ん
の
家
ま
で
は
十
町
余
も
あ
る
の

で
あ
る
。

　

京
ち
や
ん
は
ふ
と
本
か
ら
目
を
は
ず
し
て
、

　
「
喜
和
さ
ん
よ
、
近
頃
の
女
は
お
金
と
若
い
男
が
一
番
大
切
な

の
だ
ぞ
、
そ
し
て
若
い
男
や
お
金
が
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
幸
福
な
ん

だ
よ
。
君
も
精
出
し
て
お
金
を
こ
し
ら
へ
る
考
を
せ
に
な
駄
目
だ

ぞ
、
俺
な
ど
は
馬
鹿
だ
、
か
う
し
て
本
ば
か
り
読
ん
で
ゐ
さ
へ
す

れ
ば
よ
い
の
だ
。
し
か
し
俺
は
そ
れ
で
幸
福
な
も
の
だ
。
俺
か
う

思
ふ

―
凡
て
人
間
は
物
を
考
へ
る
時
は
幸
福
だ
と
、
そ
れ
で
か

う
本
を
読
ん
で
は
色
々
の
事
を
考
へ
る
の
だ
‥
‥
‥
‥
俺
は
や
は

り
馬
鹿
だ
。」
か
う
云
つ
て
さ
も
淋
び
し
さ
う
な
顔
で
私
の
顔
を

見
て
又
本
に
眼
を
据
え
て
歩
い
た
。

た
ど
う
じ
よ

0

0

0

0

が
、
ぼ
ち
や

0

0

0

〳
〵
云
つ
て
は
ね
て
居
る
の
を
見
て
ゐ

た
。

　
「
ほ
ん

―
と
か
？
」
と
云
つ
て
子
供
等
は
私
等
二
人
の
方
へ

向
い
て
細
い
田
の
畦
を
走
つ
て
来
る
。

　
「
ほ
ら

―
こ
ん
な
の
ぢ
や
！
」
と
京
ち
や
ん
は
両
腕
を
開
け

て
、
五
尺
も
あ
る
や
う
な
形
を
し
て
見
せ
た
。
先
に
な
つ
て
走
る

子
も
あ
れ
ば
『
う
そ
ん
な
い
か
？

う
そ
ん
な
い
か
』
と
云
つ
て

前
の
者
に
つ
れ
て
走
つ
て
来
る
子
も
あ
る
。

　

第
一
着
に
来
た
眼
の
ク
リ
〳
〵
し
た
子
は
辺
を
キ
ロ
〳
〵
覗
い

て
『
が
あ
き
や
、
う
そ
ん
な
い
か
、
う
そ
ん
な
い
か
？
』
と
云
つ

て
京
ち
や
ん
に
攫
み
付
て
行
つ
た
。
京
ち
や
ん
は
に
た
〳
〵

0

0

0

0

し
な

が
ら
小
さ
い
右
手
を
捕
へ
た
。
其
子
は
又
不
器
用
に
左
の
手
で
打

つ
て
か
ゝ
つ
た
。

　
「
を
ど
れ
！
」
と
京
ち
や
ん
は
小
供
声
に
紛
し
て
、
其
子
の
左

右
の
手
を
左
の
手
で
一
摑
み
に
摑
ん
で
し
ま
つ
た
と
思
ふ
と
、
腰

を
か
ゞ
め
て
、
田
の
畦
に
出
て
来
て
死
に
か
ゝ
つ
た
ど
う
じ
よ

0

0

0

0

を

つ
ま
み
出
し
て
『
食
べ

―
食
べ
エ
』
と
や
は
り
子
供
声
で
其
子

の
口
に
押
込
む
や
う
に
す
る
。
其
子
は
顔
を
振
つ
て
そ
れ
を
避
け

や
う
と
す
る
。

　
「
俺
等
こ
ん
な
も
ん
だ

―
こ
ら
」
子
供
が
馨
の
下
か
ら
京
ち

や
ん
の
す
る
の
を
覗
て
居
る
と
、
京
ち
や
ん
は
大
き
な
口
を
開
い

て
、
ど
う
じ
よ

0

0

0

0

を
押
込
ん
で
行
つ
た
と
思
ふ
と
す
ぐ
引
き
出
し
た
。

子
供
は
振
切
つ
て
逃
げ
て
し
ま
つ
た
。
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文ふ
み

子こ

さ
ん
も
さ
う
で
あ
つ
た
で
せ
う
。
私わ
た
しは
淋さ
び

し
く
て
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
他ほ
か

の
娘む
す
めさ

ん
は
十
七
八
に
な
る
と
、
皆み
な

が

揃そ
ろ

つ
て
大お
ほ

阪さ
か

へ
奉ほ
う

公こ
う

に
行ゆ

き
ま
す
。
私わ
た
しや

文ふ
み

子こ

さ
ん
は
大お
ほ

阪さ
か

へ
も

行い

か
し
て
呉く

れ
ず
、
や
は
り
百
姓し
や
うの
仕し

事ご
と

を
し
て
ゐ
ま
し
た
。
そ

れ
は
十
七
の
春は
る

で
あ
り
ま
し
た
。
私わ
た
しと

文ふ
み

子こ

さ
ん
と
が
相さ
う

談だ
ん

し
て
、

二ふ
た
り人

で
家い
へ

出で

を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
も
失し
つ

敗ぱ
い

に
終を
は

り
ま
し
た
。
も
う
大お
ほ

阪さ
か

へ
行ゆ

け
な
い
こ
と
を
覚か
く

悟ご

せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

休き
う

日じ
つ

に
は
き
つ
と
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

へ
行ゆ

く
か
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
が

私わ
た
しの

家う
ち

に
来く

る
か
し
て
遊あ
そ

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私わ
た

達し
た
ちは

独ど
く

身し
ん

々〳〵
々
と
い
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
の
時じ

分ぶ
ん

で
あ
り
ま
し
た
。
私わ
た
しと

文ふ
み

子こ

さ
ん
と
二ふ
た
り人
が
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

で
婦ふ

人じ
ん

雑ざ
つ

誌し

を
見
て
ゐ
□〔
る
〕

処と
こ
ろへ

、
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
お
母か
あ

さ
ん
が
来き

て
、
笑わ
ら

ひ
な
が
ら
、『
小さ

夜よ

ち
や
ん
、
二ふ
た
り人

が
を
ば（
独ど
く

身し
ん

）で
一
生し
や

送う
お
くる

の
？

を
ば
に
は
を

ぢ（
男を
と
この
独ど
く

身し
ん

）が
つ
き
も
の
だ
よ
』
と
笑わ
ら

ひ
な
が
ら
か
う
云い

つ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私わ
た

達し
た
ちは

独ど
く

身し
ん

で
一
生し
や

通う
と
ほす

と
云い

ふ
の
が
、
故こ

意い

に
何な
ん

か
に
反は
ん

抗か
う

し
た
や
う
な
気き

持も
ち

で
ゐ
ま
し
た
。
父ふ

母ぼ

が
『
ど
こ
か
へ
嫁と
つ

が
な
い

か
？
』
と
云い

つ
た
ら
、
泣な

き
な
が
ら
『
私わ
た
し
を
ば

0

0

で
居ゐ

る
』
と
云い

ふ
の
で
し
た
。
其そ
の

実じ
つ

を
い
ふ
と
、
男を
と
こが

欲ほ

し
い
と
い
ふ
事こ
と

で
し
た

で
せ
う
？

童ど
う

貞て
い

は
神し
ん

聖せ
い

だ
と
か
云い

ふ
こ
と
を
思お
も

つ
て
ゐ
て
も
、

神し
ん

聖せ
い

ど
こ
ろ
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
淋さ
び

し
く
て
、
却か
へ

つ
て
他ほ
か

の

娘む
す
めた
ち
を
見み

る
と
、
羨
う
ら
や
まし
い
く
ら
ゐ
で
し
た
。

・
悦
田
小
夜
子
「
私
の
懺
悔
と
憐
れ
な
文
子
さ
ん
」『
婦
人
公
論
』

一
九
二
一
・
一
〇

　

文ふ
み

子こ

さ
ん
の
失し
つ

敗ぱ
い

を
書か

か
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
私わ
た
しの

告こ
く

白は
く

を
も
添そ

へ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

文ふ
み

子こ

さ
ん
と
私わ
た
しと

は
丁ち
や

度う
ど

同お
な

年い
ど
しで

は
あ
り
、
隣と
な

同り
ど

士う
し

で
、
双ふ
た

児ご

の
や
う
な
お
友と
も

達だ
ち

で
し
た
。
学が
く

校か
う

へ
行ゆ

く
と
き
で
も
、
い
つ
も
一

緒し
よ

に
行い

つ
た
り
帰か
へ

つ
た〔
り
〕し
て
ゐ
ま
し
た
。
私わ
た

達し
た

二ち
ふ

人た
り

は
同お
な

じ

く
百
姓し
や
うで

あ
り
ま
す
。
村む
ら

で
は
中ち
う

以い
じ

上や
う

の
家い
へ

で
し
た
。
そ
の
う
ち

で
も
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家い
へ

の
方は
う

が
、
私わ
た
しの
家う
ち

よ
り
、
少す
こ

し
田で
ん

地ち

も
山や
ま

も

多お
ほ

い
の
で
す
。
そ
れ
で
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
父と
う

さ
ん
は
村そ
ん

会く
わ

議い
ぎ

員ゐ
ん

で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
私わ
た

達し
た
ちは

高か
う

等と
う

小せ
う

学が
く

校か
う

を
す
ま
せ
た
き
り
で
百

姓し
や
うの

仕し

事ご
と

を
し
て
ゐ
ま
し
た
。
十
六
の
秋あ
き

で
あ
り
ま
し
た
。
二ふ
た
り人

が
仕し

事ご
と

が
い
や

0

0

に
な
つ
て
、
休や
す

ん
で
こ
ん
な
こ
と
を
話は
な

し
合あ

ひ
ま

し
た
。

　
『
二ふ
た
り人

が
姉き
や

妹う
だ
いに

な
つ
て
、
一ひ
と

つ
の
小こ

舎や

を
建た

て
ゝ
独ど
く

身し
ん

で
一

生し
や

通う
と
ほさ
う
よ
。』

　

私わ
た
しの
村む
ら

で
は
、
私わ
た
しと
文ふ
み

子こ

さ
ん
が
一
番ば
ん

淋さ
び

し
い
娘む
す
めで
あ
り
ま
し

た
。
他ほ
か

の
娘む
す
めさ

ん
た
ち
は
、
お
盆ぼ
ん

で
も
お
祭ま
つ
りで

も
若わ
か

い
男を
と
この

方か
た

と

一
緒し
よ

に
な
つ
て
よ
く
遊あ
そ

ん
で
ゐ
ま
し
た
。
私わ
た

達し
た
ちは

そ
れ
を
傍そ
ば

で
見み

て
ゐ
る
位く
ら
ゐが
せ
き
の
山

0

0

0

0

で
あ
り
ま
し
た
。
私わ
た

等し
ら

淋さ
び

し
い
二ふ
た
り人
は
翌よ
く

日じ
つ

に
な
る
と
、
よ
く
そ
の
娘む
す
めた
ち
の
批ひ

難な
ん

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
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『
お
上あ
が

り
な
さ
い
』
と
云い

つ
て
其そ
の

巡じ
ゆ

査ん
さ

は
私わ
た
しの
座す
わ

る
処と
こ
ろを
設ま
う

け

る
や
う
に
、
少す
こ

し
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
方は
う

へ
よ
つ
て
呉く

れ
ま
し
た
。
私わ
た
しは

黙だ
ま

つ
て
其そ
の

中な
か

に
わ
り
込こ

ん
で
座す
わ

り
ま
し
た
。
其そ
の

時と
き

、
も
し
私わ
た
しが

何な
に

か
云い

つ
た
な
れ
ば
私わ
た
しの
声こ
ゑ

は
慄ふ
る

え
た
で
せ
う
？

そ
れ
だ
け
私わ
た
しは

嬉う
れ

し
か
つ
た
の
で
す
。
巡じ
ゆ

査ん
さ

は
婦ふ

人じ
ん

解か
い

放は
う

な
ど
に
つ
い
て
お
座ざ

な

り
な
こ
と
を
云い

つ
て
ゐ
ま
し
た
。
私わ
た
しの

う
ぶ
な
眼め

や
心こ
ゝ
ろは

も
う
其そ
の

時と
き

眩げ
ん

惑わ
く

さ
れ
て
ゐ
た
の
で
せ
う
？

文ふ
み

子こ

さ
ん
が
何な
に

か
の
用よ
う

で
、

お
台だ
い

所ど
こ
ろの
方は
う

へ
行い

つ
た
時と
き

巡じ
ゆ

査ん
さ

は
私わ
た
しの
手て

を
握に
ぎ

り
ま
し
た
。
私わ
た
しは

巡じ
ゆ

査ん
さ

の
す
□〔
る
〕ま

ゝ
に
ま
か
せ
て
ゐ
ま
し
た
。
巡じ
ゆ

査ん
さ

は
握に
ぎ

つ
た
手て

に

力ち
か
らを

入い

れ
た
り
、
ぬ
い
た
り
し
ま
し
た
。
私わ
た
しの

其そ
の

時と
き

の
気き

持も
ち

は
書か

く
こ
と
は
出で

来き

ま
せ
ん
。
私わ
た
しの
心し
ん

臓ざ
う

は
だ
く
〳
〵
躍を
ど

つ
て
、
何な
ん

と

な
く
其そ
の

巡じ
ゆ

査ん
さ

の
顔か
ほ

を
見み

る
こ
と
が
出で

来き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
文ふ
み

子こ

さ
ん
と
遊あ
そ

ん
で
ゐ
て
、
巡じ
ゆ

査ん
さ

が
来こ

な
い
時と
き

は
大た
い

変へ
ん

淋さ
び

し
い
気き

が
し
ま
し
た
。
巡じ
ゆ

査ん
さ

に
逢あ

ふ
た
め
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

に

遊あ
そ

び
に
行ゆ

く
と
い
ふ
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
逢あ

つ
て
も

そ
れ
き
り
手て

を
握に
ぎ

る
や
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
と
は
色い
ろ

々〳
〵

関く
わ

係ん
け
いが

深ふ
か

く
な
つ
た
の
で
せ
う
？

文ふ
み

子こ

さ
ん
は
巡じ
ゆ

査ん
さ

の
こ
と
を
よ
く
話は
な

し
ま
し
た
。
多お
ほ

く
の
仕し

事ご
と

の
中う
ち

で
巡じ
ゆ

査ん
さ

が
一
番ば
ん

よ
い
、
と
よ
く
云い

ひ
ま
し
た
。

　
『
下げ
し

宿ゆ
く

が
ち
や
ん
と
、
出で

来き

て
ゐ
る
も
の
は
他ほ
か

に
な
い
』
と
か
、

『
さ
よ
ち
や
ん
の
弟
お
と
う
とさ

ん
な
ど
も
巡じ
ゆ

査ん
さ

に
な
る
と
よ
い
』
と
話は
な

す

や
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
か
ら
私わ
た
しは
や
き
も
ち

0

0

0

0

を
焼や

く
や
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今い
ま

考か
ん
がへ
て
見み

る
と
、
私わ
た
しば
か
り
じ
や
な
か
つ
た
で
せ
う
。
文ふ
み

子こ

さ
ん
に
も
色い
ろ

色い
ろ

の
意い

味み

か
ら
随ず
ゐ

分ぶ
ん

其そ
の

心こ
ゝ
ろが

濃の
う

厚こ
う

だ
つ
た
と
思お
も

ひ
ま

す
。『
二ふ
た

人り

が
姉き
や

妹う
だ
いに

な
つ
て
、
一ひ
と

つ
の
小こ

舎や

で
、
一
緒し
よ

に
独ど
く

身し
ん

で
通と
ほ

さ
う
よ
！
』
と
云い

ふ
こ
と
は
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
、
モ
ツ
ト
ー

0

0

0

0

の
や

う
で
し
た
。

　

十
七
の
冬ふ
ゆ

で
し
た
。
村む
ら

へ
若わ
か

い
巡じ
ゆ

査ん
さ

が
来き

ま
し
た
。
そ
の
巡じ
ゆ

査ん
さ

が
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
お
父と
う

さ
ん
が
、
村そ
ん

会く
わ

議い
ぎ

員ゐ
ん

で
す
か
ら
、
何な
に

か
し

ら
心こ
ゝ
ろや
す
く
な
つ
た
の
で
せ
う
が
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

へ
よ
く
遊あ
そ

び

に
来き

て
ゐ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
休や
す
み日

で
あ
り
ま
し
た
。
其そ
の

日ひ

は
正し
や

午う
ご

ま
で
仕し

事ご
と

を
す
れ

ば
、
午ご

後ご

は
お
休や
す
みが
習し
ふ

慣く
わ
んで
あ
り
ま
す
。
五
六
日に
ち

前ま
へ

か
ら
約や
く

束そ
く

し

て
、
其そ
の

日ひ

は
文ふ
み

子こ

さ
ん
が
私わ
た
しの
家う
ち

ま
で
来こ

ら
れ
る
は
ず
に
し
て
ゐ

ま
し
た
。
文ふ
み

子こ

さ
ん
が
あ
ま
り
遅お
そ

い
の
で
、
私わ
た
しは

待ま

つ
精せ
い

が
切き

れ

て
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

へ
出で

か
け
て
ゆ
き
ま
し
た
。
も
う
午ご

後ご

三
時じ

頃ご
ろ

で
し
た
。
文ふ
み

子こ

さ
ん
は
例れ
い

の
巡じ
ゆ

査ん
さ

と
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
妹
い
も
う
との
花は
な

ち
や

ん
と
三
人に
ん

で
雑ざ
つ

誌し

を
見み

て
ゐ
ま
し
た
。
私わ
た
しが

行ゆ

く
と
、『
あ
ら
さ

よ
ち
や
ん
』
と
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
は
嬉う
れ

し
さ
う
に
云い

ひ
ま
し
た
。
そ
れ

よ
り
前ま
へ

か
ら
私わ
た

達し
た
ちの
間あ
ひ
だに
も
其そ
の

巡じ
ゆ

査ん
さ

は
随ず
ゐ

分ぶ
ん

問も
ん

題だ
い

に
な
つ
て
ゐ
ま

し
た
。『
巡じ
ゆ

査ん
さ

に
惜を

し
い
人ひ
と

』
と
云い

ふ
こ
と
を
よ
く
云い

ひ
ま
し
た
。

剣け
ん

を
と
つ
て
歩あ
る

い
て
ゐ
る
時と
き

、
何ど

処こ

か
の
高か
う

等と
う

学が
く

校か
う

の
生せ
い

徒と

の
や

う
で
し
た
。
そ
れ
に
話は
な

す
こ
と
が
全ぜ
ん

部ぶ

平へ
い

民み
ん

的て
き

で
、
快
く
わ
い

活く
わ
つで

、
男
を
と
こ

振ぶ
り

は
美び

男だ
ん

子し

と
云い

ふ
方は
う

で
し
た
。
其そ
の

頭あ
た
まが
五
分ぶ

刈か
り

な
の
で
一
層そ
う

私わ
た

達し
た
ちの
話は
な
しを
高た
か

く
し
ま
し
た
。
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し
た
。
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
父と
う

さ
ん
は
怒お
こ

つ
て
、『
知し

ら
さ
ず
に
置お

け
、

ど
こ
の
牛う
し

の
骨ほ
ね

や
ら
馬う
ま

の
骨ほ
ね

や
ら
知し

れ
な
い
も
の
！
』
と
云い

つ
た

さ
う
で
す
が
、
お
母か
あ

さ
ん
が
、『
せ
め
て
今い
ま

は
の
き
は
に
』
と
云い

ふ
の
で
打だ

電で
ん

し
た
さ
う
で
す
。
私わ
た
しも
び
つ
く
り
し
て
見み

舞ま
ひ

に
行ゆ

き

ま
し
た
。
も
う
大お
ほ

き
な
眼め

を
し
て
、
じ
ろ
〳
〵
私わ
た
しを

見み

た
き
り
で

あ
り
ま
し
た
。
私わ
た
しは

思お
も

は
ず
声こ
ゑ

を
出だ

し
て
泣な

き
ま
し
た
。

　
『
文ふ
み

子こ

さ
ん
、
許ゆ
る

し
て
下く
だ

さ
い
！
』
と
云い

つ
た
き
り
後あ
と

の
言こ
と

葉ば

は
出で

ま
せ
ん
で
し
た
。
其そ
の

夜よ

と
う
〳
〵
文ふ
み

子こ

さ
ん
は
死し

に
ま
し
た
。

翌よ
く

日じ
つ

も
翌よ
く

翌よ
く

日じ
つ

も
巡じ
ゆ

査ん
さ

か
ら
は
何な
ん

に
も
便た
よ
りは

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私わ
た
しは

今い
ま

で
も
や
は
り
文ふ
み

子こ

さ
ん
を
思お
も

ひ
出だ

す
と
、『
文ふ
み

子こ

さ
ん
許ゆ
る

し
て
下く
だ

さ
い
』
と
文ふ
み

子こ

さ
ん
に
深ふ
か

く
わ
び
て
ゐ
ま
す
。

【
注
】

（
1
）　

悦
田
喜
和
雄
に
つ
い
て
は
、「
悦
田
喜
和
雄
略
年
譜
」（『
四
国

文
学
』
一
九
六
五
・
八
）、
佃
實
夫
「
悦
田
喜
和
雄
論
ノ
ー
ト
Ⅰ

―
そ
の
人
と
作
品
―
」（『
四
国
文
学
』
一
九
六
五
・
八
）、
後
藤
公

丸
『
忘
れ
ら
れ
た
農
民
作
家　

評
伝
悦
田
喜
和
雄
』（
二
〇
〇
一
・

一
二
、
四
国
文
学
会
）、
由
岐
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
由
岐
町

史
・
上
巻〈
地
域
編
〉』（
一
九
八
五
・
九
、
由
岐
町
教
育
委
員
会
）、

同
『
由
岐
町
史
・
下
巻〈
図
説
・
通
史
編
〉』（
一
九
九
四
・
三
、
由

岐
町
教
育
委
員
会
）を
参
照
。

（
2
）　

加
能
作
次
郎
「「
文
章
世
界
」
の
投
書
家
た
ち
」『
文
芸
首

都
』
一
九
三
四
・
九

（
3
）　

韮
山
圭
介
「
三
つ
児
の
魂
―
悦
田
さ
ん
の
こ
と
―
」『
四
国

文ふ
み

子こ

さ
ん
が
今い
ま

ま
で
の
や
う
な
嬉う
れ

し
い
お
友と
も

達だ
ち

で
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
た
が
つ
て
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

へ
行ゆ

く
こ
と
が
少す
く
なく

な
り
ま

し
た
。

　

お
恥は
づ

か
し
い
話は
な
しで
す
が
、
文ふ
み

子こ

さ
ん
と
巡じ
ゆ

査ん
さ

の
結け
つ

果く
わ

が
悪わ
る

く
な

る
や
う
に
と
祈い
の

る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
田た

へ
行い

つ
て
文ふ
み

子こ

さ
ん

に
逢あ

ふ
と
、
す
ぐ
巡じ
ゆ

査ん
さ

の
話は
な
しが

出で

る
の
が
私わ
た
しの

一
番ば
ん

の
し
や
く

0

0

0

で

し
た
。
お
正
し
や
う

月ぐ
わ
つが

来き

て
も
、
私わ
た
しは

文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

へ
行ゆ

く
の
が
い0

や0

で
し
た
。
そ
の
内う
ち

ず
ん
〳
〵
日ひ

が
た
つ
て
、
三
月ぐ
わ
つの
お
節せ
つ

句く

頃ご
ろ

に
な
り
ま
し
た
。

　
『
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
お
腹な
か

が
大お
ほ

き
い
』
と
い
ふ
噂う
は
さが

あ
る
こ
と
を
母は
ゝ

か
ら
聞き

き
ま
し
た
。
私わ
た
しは
頭あ
た
まの
し
ん

0

0

が
じ
ん
〳
〵
慄ふ
る

へ
る
の
を
覚お
ぼ

え
ま
し
た
。

　

文ふ
み

子こ

さ
ん
は
仕し

事ご
と

に
出で

る
や
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

ち
ら
と
見み

る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
逢あ

つ
て
話は
な
しを

す
る
こ
と
な
ど
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
百
姓し
や
うの

田た

の
方は
う

が
忙い
そ
がし

く
な
る
頃こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
。
ふ
と

医い

者し
や

が
文ふ
み

子こ

さ
ん
の
家う
ち

へ
行ゆ

く
の
を
見み

ま
し
た
。
母は
ゝ

は
び
つ
く
り

し
て
見み

舞ま
ひ

に
行ゆ

き
ま
し
た
。

　
『
文ふ
み

ち
や
ん
が
大た
い

変へ
ん

悪わ
る

い
の
じ
や
つ
て
』
と
云い

つ
た
の
を
聞き

い

て
私わ
た
しは

び
つ
く
り
し
ま
し
た
。

　

木き

浦う
ら

と
い
ふ
所と
こ
ろへ

か
わ
つ
て
行い

つ
た
巡じ
ゆ

査ん
さ

に
打だ

電で
ん

し
た
、
と
云い

つ
て
ゐ
ま
し
た
。
木き

浦う
ら

へ
行い

つ
て
か
ら
は
が
き
一ひ
と

つ
来こ

な
い
が
、

こ
ち
ら
か
ら
出だ

し
た
手て

紙が
み

は
全ぜ
ん

部ぶ

受う
け

取と

る
と
い
ふ
こ
と
を
聞き

き
ま
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文
学
』
一
九
六
五
・
八

（
4
）　

佃
實
夫
「
悦
田
喜
和
雄
論
ノ
ー
ト
Ⅰ
―
そ
の
人
と
作
品
―
」

前
掲

（
5
）　

悦
田
は
若
い
頃
の
文
学
的
影
響
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は
僕
が

文
章
世
界
に
投
書
し
て
ゐ
た
頃
だ
。
先
生（
武
者
小
路
）の
も
の
が

新
潮
や
文
章
俱
楽
部
に
出
て
ゐ
る
の
を
見
て
、
ど
こ
か
別
の
世
界

へ
つ
れ
て
行
か
れ
た
や
う
に
珍
ら
し
か
つ
た
も
の
だ
。
そ
し
て
先

生
を
真
似
て
も
み
た
。」（「
あ
の
頃
の
僕
の
顔
」『
文
芸
市
場
』
一

九
二
六
・
五
）、「
小
生
は
説
明
が
で
き
な
い
の
で
、
場
面
場
面
を

写
実
的
に
書
き
、
そ
の
場
が
重
な
る
こ
と
で
、
一
つ
の
概
念
を
表

現
す
る
と
い
う
の
が
、
若
い
と
き
か
ら
の
癖
な
の
で
、
そ
れ
が
読

者
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
思
う
が
、
今
さ
ら
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。

田
山
花
袋
や
水
野
葉
舟
あ
た
り
の
昔
に
得
た
文
体
…
…
と
い
っ
て

よ
い
か
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）葉
舟
の
小
品
文
と
い
う
の
を
、
其

の
頃
よ
く
勉
強
し
た
の
と
、
花
袋
の
印
象
的
に
書
く
と
い
う
こ
と

が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。」（
悦
田
喜
和
雄
「
感
想
」

『
四
国
文
学
』
一
九
六
二
・
一
一
）と
の
回
想
を
残
し
て
い
る
。

（
と
み
つ
か　

ま
さ
き　

徳
島
大
学
大
学
院
社
会
産
業 

 

理
工
学
研
究
部
准
教
授
）


